


























 

研究の目的 

 母子保健および母子にかかわる特徴的な医療について,近年その重要性が認

識されるようになってきたが,母子保健や医療をもっとも有効かつ能率的に運

営する方式としてのシステムを検討してゆく努力が,必ずしも十分であるとは

いえながった。そこで,本研究は母子保健・医療のよりよきあり方とその方向に

関して,「方法」の項で述べる 13 項につき,現状分析をふまえて,より望ましく

かつ実現性のある方式を追求し,今後あるべきシステムを設定することを目的

とした研究を実施した。 


